
本
邦
金
融
機
関
は
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
対

応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
」
に
基
づ
く
態
勢
整
備
を
２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た
。

現
状
、
多
く
の
金
融
機
関
が
基
礎
的
な
態
勢
整
備
を
完
了
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
４
月
に
金
融
庁

は
「
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
よ
く
あ
る
ご
質
問
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）」
を
改
訂
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｑ
の
改
訂
は
今
回
で
３
回
目
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
改
訂
の
背
景
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

簡
素
な
顧
客
管
理
の
対
象
拡
大
や

顧
客
情
報
更
新
の
頻
度
見
直
し
に
は
便
益
も

「
主
体
的
な
」顧
客
管
理
を
促
す

金
融
庁
マ
ネ
ロ
ン
指
針
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
改
訂あ

ず
さ
監
査
法
人

金
融
統
轄
事
業
部
　
金
融

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事
業
部

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

松
岡
靖
典

取
り
組
み
の
実
効
性
向
上
を

目
指
す
Ｆ
Ａ
Ｑ
改
訂

　

４
月
以
降
、
金
融
庁
は
金
融
機
関

に
対
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金
融
活
動

作
業
部
会
）
の
第
５
次
対
日
相
互
審

査
を
見
据
え
て
、
リ
ス
ク
べ
―
ス
か

つ
有
効
性
を
重
視
し
た
対
応
を
求
め

て
い
る
。
第
５
次
審
査
は
、
２
０
２

８
年
８
月
に
オ
ン
サ
イ
ト
審
査
を
実

施
し
、
29
年
２
月
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
総
会

で
審
査
結
果
の
採
択
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
５
次
審
査
で
は
、
有
効
性
評
価

の
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
に
加
え
て
、

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
が
徹
底

さ
れ
、
よ
り
リ
ス
ク
の
高
い
分
野
に

着
目
し
た
検
討
と
、
結
果
重
視
の
審

査
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
わ
が

国
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク

ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を
高
度
化
し
、

24
年
４
月
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
態
勢

の
実
効
性
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る

段
階
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
改
訂
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
基
礎

的
な
態
勢
整
備
を
主
眼
と
し
た
従
来

の
Ｆ
Ａ
Ｑ
に
お
け
る
形
式
要
件
を
改

訂
し
、
リ
ス
ク
分
析
に
基
づ
き
各
金

融
機
関
が
創
意
工
夫
・
主
体
的
な
対

応
を
行
う
こ
と
を
促
進
す
る
狙
い
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｑ
は
、
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
位
置
付
け
で

あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
の
「
対
応

が
求
め
ら
れ
る
事
項
」
に
つ
い
て
趣

旨
や
具
体
例
、
解
釈
等
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
21
年
３
月
に
、
金
融
機

関
に
お
け
る
実
効
性
の
あ
る
管
理
態

勢
の
構
築
を
加
速
す
る
観
点
か
ら
策

定
さ
れ
た
。
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ

ー
チ
の
マ
ネ
ロ
ン
対
策
の
実
効
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
金
融
機
関
の
主

体
的
な
対
応
を
促
進
す
る
も
の
と
な
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マネロン指針ＦＡＱの改訂

っ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
訂
の
主

な
内
容
は
次
の
３
点

で
あ
る
（
図
表
１
）。

　

一
つ
目
は
、
リ
ス

ク
分
析
を
踏
ま
え
た

柔
軟
な
顧
客
管
理
措

置
の
た
め
、
形
式
要

件
に
縛
ら
れ
な
い
取

り
組
み
を
促
す
も
の
。

具
体
的
に
は
、
顧
客

管
理
項
目
に
お
け
る

①
簡
素
な
顧
客
管
理

（
Ｓ
Ｄ
Ｄ
＝Sim

pli-
fie

d
 D

u
e

 D
ili-

gence

）を
適
用
で
き

る
対
象
顧
客
の
選
定
、

②
顧
客
情
報
更
新
の

頻
度
、
③
情
報
更
新

依
頼
に
回
答
が
な
い

顧
客
の
リ
ス
ク
評
価

に
関
す
る
記
載
を
改

訂
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
制
裁

に
係
る
法
規
制
の
順

守
に
必
要
な
措
置
の

う
ち
「
遅
滞
な
き
照

合
」
を
明
確
化
す
る

も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
取
引
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
項
目

に
お
け
る
「
国
際
連
合
安
全
保
障
理

事
会
決
議
等
で
経
済
制
裁
対
象
者
等

が
指
定
さ
れ
た
際
に
遅
滞
な
く
照
合

す
る
」
際
の
対
応
に
関
す
る
記
載
が

見
直
さ
れ
た
。
従
来
「
数
時
間
、
遅

く
と
も
24
時
間
以
内
に
対
応
す
る
」

旨
の
記
載
で
あ
っ
た
が
、
財
務
省
の

通
達
（
注
１
）
の
内
容
と
平
仄
を
と

り
、「
外
務
省
告
示
の
発
出
日
以
降
、

合
理
的
な
期
日
ま
で
に
差
分
照
合
を

完
了
す
る
」
と
改
訂
し
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
国
際
機
関
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ

（
重
要
な
公
的
地
位
に
あ
る
者
）に
関

す
る
対
応
の
明
確
化
だ
。
新
た
に
記

載
さ
れ
た
国
際
機
関
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
の
定

義
を「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
用
語
集
」か
ら
引
用

し
明
示
し
た
上
で
、
国
内
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ

と
同
様
に
、
顧
客
リ
ス
ク
評
価
を
行

い
リ
ス
ク
に
応
じ
た
顧
客
管
理
を
求

め
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
（
注
２
）。

柔
軟
に
選
定
可
能
に
な
る 

簡
素
な
顧
客
管
理
の
対
象

　

金
融
機
関
の
創
意
工
夫
や
主
体
的

な
対
応
を
可
能
に
す
る
観
点
で
最
も

着
目
す
べ
き
項
目
は
、
１
点
目
の
柔

軟
な
顧
客
管
理
措
置
の
促
進
に
係
る

改
訂
に
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
Ｓ
Ｄ

Ｄ
を
適
用
で
き
る
対
象
顧
客
の
選
定

と
、
顧
客
情
報
更
新
の
頻
度
が
重
要

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
者
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ
を
適
用

で
き
る
対
象
顧
客
の
条
件
が
、
な
り

す
ま
し
や
不
正
利
用
等
の
リ
ス
ク
が

低
い
こ
と
で
あ
る
と
の
考
え
方
は
改

訂
前
と
不
変
で
あ
る
。
一
方
、
顧
客

の
選
定
に
関
し
て
は
、
改
訂
前
に
掲

げ
ら
れ
て
い
た
六
つ
の
要
件
が
、
改

訂
後
は
三
つ
の
要
件
に
絞
ら
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
法
人
・
営
業
性
個

人
、
本
人
確
認
未
済
の
顧
客
、
捜
査

関
係
事
項
照
会
等
の
有
無
に
関
す
る

事
項
の
三
つ
を
、
顧
客
リ
ス
ク
等
を

分
析
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
点
と
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ
対
象
の

見
直
し
・
拡
大
を
、
よ
り
柔
軟
に
実

態
に
即
し
て
選
定
で
き
る
よ
う
に
改

訂
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
金
融
機
関
の
対
応
に
当

た
っ
て
は
留
意
す
べ
き
項
目
も
あ
る

（
図
表
２
）。

　

ま
ず
Ｓ
Ｄ
Ｄ
対
象
顧
客
の
選
定
は
、

従
来
ど
お
り
の
手
法
を
踏
襲
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
回

の
改
訂
内
容
に
合
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ

対
象
顧
客
を
見
直
し
・
拡
大
す
る
場

合
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ
対
象
顧
客
群
の
マ

ネ
ロ
ン
等
リ
ス
ク
を
分
析
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｄ
を
適
用
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

〔図表１〕 金融庁マネロンガイドラインＦＡＱ改訂の概要

NO 項目 該当箇所 概要

1 リスク分析を踏まえた
柔軟な顧客管理措置

Ⅱ-２⑶ 
リスク
の低減

ⅱ 顧客管理 
【対応が求められる事項⑨】 

Q３-A、Q４-A、Q６-A

・ SDD適用対象顧客とできる要件３点を明確化
・ 顧客等のリスク分析を踏まえSDD適用対象

顧客を選定することを要請

ⅱ 顧客管理 
【対応が求められる事項⑩】 
ニQ10-A、Q11-A

・ 顧客情報更新の頻度の決定において、更新頻
度の妥当性の検証と経営陣への報告を要請

・ 定期的に更新頻度の妥当性に問題ないこと
の検証を要請

ⅱ 顧客管理 
【対応が求められる事項⑩】 
ホQ14-A

・ 取り得るあらゆる手段でも顧客が調査に応じ
ない場合、顧客等のリスクを分析し顧客リス
ク評価に反映することを要請

2
制裁に係る法規制等
の順守その他リスクに
応じた必要な措置

ⅲ 取引モニタリング・フィルタリング 
【対応が求められる事項② 】 
ロQ３-A

・ 外務省告示の発出日以降、合理的な期日ま
でに差分照合を完了することを明確化

3 国際機関PEPsに係
る対応

ⅱ 顧客管理 
【対応が求められる事項⑥】 

Q８-A

・ 国際機関PEPsも他の顧客と同様にリスクに
応じた対応である点を明確化

（出所）　金融庁「マネロン・テロ資金供与対策ガイドラインに関するよくあるご質問（ＦＡＱ）」から筆者作成（図表２も同じ）。
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こ
と
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
お
、

Ｓ
Ｄ
Ｄ
の
範
囲
を
拡

大
す
る
際
に
は
当
然
、

人
員
や
コ
ス
ト
な
ど
、

リ
ソ
ー
ス
の
不
足
と

い
っ
た
安
易
な
理
由

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

次
に
Ｓ
Ｄ
Ｄ
対
象

顧
客
の
見
直
し
・
拡

大
に
当
た
っ
て
は
、

デ
ー
タ
に
よ
る
検
証

が
必
要
と
な
る
。
具

体
的
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ

の
範
囲
を
拡
大
す
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る

こ
と
を
検
証
す
る
た

め
に
、
疑
わ
し
い
取

引
の
届
け
出
率
や
不

正
利
用
口
座
の
発
生

率
等
の
リ
ス
ク
指
標

を
あ
ら
か
じ
め
定
め
、

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ
の
範

囲
の
拡
大
に
よ
っ
て

残
存
リ
ス
ク
が
拡
大

し
て
い
な
い
こ
と
を
、

事
後
的
か
つ
合
理
的

に
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

顧
客
情
報
更
新
の
頻
度
を 

独
自
に
決
定
へ

　

顧
客
情
報
更
新
の
頻
度
に
関
し
て

は
、
改
訂
Ｆ
Ａ
Ｑ
で
は
Ｑ
＆
Ａ
項
目

を
新
設
し
た
。
頻
度
の
例
（
高
リ
ス

ク
＝
１
年
、
中
リ
ス
ク
＝
２
年
、
低

リ
ス
ク
＝
３
年
）
に
限
ら
ず
、
金
融

機
関
自
ら
が
独
自
に
頻
度
を
決
定
し

得
る
こ
と
と
、
そ
の
際
の
対
応
事
項

を
記
載
し
て
い
る
（
従
来
の
顧
客
情

報
更
新
の
頻
度
を
継
続
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
）。
具
体
的
に
は
、
全

顧
客
の
リ
ス
ク
格
付
け
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
に
掲
げ
る

対
応
に
よ
り
更
新
頻
度
の
妥
当
性
を

検
証
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
ず
過
去
の
情
報
更
新
に
よ
る
顧

客
リ
ス
ク
ス
コ
ア
の
上
昇
度
合
い
等

の
分
析
で
あ
る
。
顧
客
リ
ス
ク
評
価

を
適
切
に
保
つ
た
め
に
合
理
的
な
頻

度
を
設
定
し
た
上
で
、
リ
ス
ク
が
上

昇
す
る
イ
ベ
ン
ト
発
生
時
に
そ
れ
を

調
査
す
る
。
そ
し
て
必
要
に
応
じ
て

顧
客
情
報
の
更
新
と
顧
客
リ
ス
ク
評

価
の
見
直
し
（
イ
ベ
ン
ト
・
ド
リ
ブ

ン
・
レ
ビ
ュ
ー
）
を
実
施
す
る
。

　

次
に
取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
活
用
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
り
検
知
し
た
顧
客
を
調
査
し
、

必
要
に
応
じ
て
情
報
更
新
と
顧
客
リ

ス
ク
評
価
の
見
直
し
を
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
定
期
的
に
有
効
性
を
検
証

す
る
と
と
も
に
、結
果
を
踏
ま
え
て

適
宜
、対
応
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
更
新
頻
度
の
妥
当
性
の

検
証
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。
疑
わ
し
い
取
引

の
届
け
出
率
や
不
正
利
用
口
座
の
発

生
率
等
の
リ
ス
ク
指
標
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
、
顧
客
リ
ス
ク
格
付
け
ご
と

に
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
。

す
な
わ
ち
、
延
長
後
の
更
新
頻
度
で

あ
っ
て
も
延
長
前
の
更
新
頻
度
と
比

較
し
て
、
全
体
と
し
て
残
存
リ
ス
ク

が
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
を
事
後
的

に
検
証
す
る
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
検
証
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
経
営
陣
も
関
与
し
た
上
で

更
新
頻
度
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

加
え
て
、
顧
客
や
取
引
の
リ
ス

ク
が
上
昇
す
る
よ
う
な
事
象
を
適
時

適
切
に
検
知
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

・
ド
リ
ブ
ン
・
レ
ビ
ュ
ー
を
実
行
す

る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
生
や
顧
客

〔図表２〕 SDDの対象選定の留意点

従前（概要） 変更後（概要）

対
象
先
の
要
件

①法人、営業性個人の口座は対象外 ―
②すべての顧客の顧客リスク評価を実施し低リスク
先顧客の中から選定

①すべての顧客の顧客リスク評価を実施し低リスク
先顧客の中から選定

③取引モニタリングを活用して口座の動きを把握し不
正取引等を検知

②取引モニタリングを活用して口座の動きを把握し不
正取引等を検知

④本人確認済み ―
⑤直近１年間に捜査機関等からの外部照会、疑わし
い取引の届け出等の実績なし ―

⑥取引時確認等を実施し顧客情報の更新時に、顧客
リスク評価を見直し必要な顧客管理措置を講ずる

③取引時確認等を実施し顧客情報の更新時に、顧客
リスク評価を見直し必要な顧客管理措置を講ずる

考
慮
点

―

（注1）法人や営業性個人の行う取引に犯罪収益やテ
ロリストに対する支援金等が含まれる可能性がある

（注2）本人確認済みでない顧客は、本人確認済みで
ないことや取引履歴データ等も踏まえたリスクを分析
する必要がある

（注3）直近１年間に捜査機関等からの外部照会、疑
わしい取引の届け出等の実績ある顧客は、犯罪に関
与している等のリスクがある
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マネロン指針ＦＡＱの改訂

属
性
・
取
引
状
況
の
重
要
な
変
化
な

ど
、
顧
客
や
取
引
リ
ス
ク
が
上
昇
す

る
可
能
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
測

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
デ
ー
タ
検
索
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
迅
速
か
つ

適
切
に
把
握
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
リ
ス
ク

に
影
響
を
与
え
る
事
象
が
発
生
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
逃
す
こ

と
が
な
い
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

仕
組
み
の
構
築
は
不
可
欠
で
あ
る
。

検
知
し
た
事
象
が
リ
ス
ク
評
価
に
適

切
に
反
映
で
き
る
よ
う
な
判
断
プ
ロ

セ
ス
が
、
そ
の
前
提
条
件
に
な
る
。

デ
ー
タ
を
整
備
し 

検
証
体
制
を
構
築
せ
よ

　

Ｓ
Ｄ
Ｄ
対
象
顧
客
の
選
定
お
よ
び

顧
客
情
報
更
新
の
頻
度
の
独
自
の
決

定
は
、
継
続
的
顧
客
管
理
に
お
い
て

金
融
機
関
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
策

の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

金
融
機
関
で
は
、
顧
客
か
ら
の
回

答
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
上
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
発
送
・
回
収
コ
ス
ト
が

か
か
る
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
本
邦
に
お
い
て
顧
客
情
報
更

新
を
行
う
取
り
組
み
は
、
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
は
顧
客
・
社
会
全
般
に
十
分
に

は
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
回
答
率
が
低

く
顧
客
か
ら
苦
情
も
多
く
発
生
し
て

い
る
様
子
で
あ
る
。

　

他
方
、
現
実
と
し
て
各
金
融
機
関

は
、
管
理
が
不
十
分
で
あ
っ
た
膨
大

な
リ
テ
ー
ル
顧
客
を
対
象
に
顧
客
情

報
の
更
新
・
最
新
化
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
顧
客
情
報
の
更
新

の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
頻
度
等
は
定
形
的

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
顧
客
属
性
や
取
引
状
況
に
重

要
な
変
化
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の

変
化
を
捕
捉
し
リ
ス
ク
を
把
握
し
、

リ
ス
ク
に
応
じ
た
低
減
措
置
を
実
施

す
る
と
い
う
本
来
の
リ
ス
ク
ベ
ー
ス

で
の
対
応
は
十
分
な
状
況
で
は
な
い
。

　

海
外
で
は
、
い
わ
ゆ
るPerpetu-

al K
Y

C

に
取
り
組
ん
で
い
る
金
融

機
関
も
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
に
は
、

顧
客
管
理
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
・
ド

リ
ブ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
え
方
を

軸
と
し
、
手
作
業
で
は
な
く
シ
ス
テ

ム
・
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
自
動
化
し
た
取
り

組
み
と
解
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
顧
客
の
行
動
特
性
や
環
境
の
変

化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
、
金

融
機
関
の
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
収
集
・
集
約
す
る
。
そ
の
上
で
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
検
知

し
、
そ
れ
に
基
づ
く
対
応
を
促
す
取

り
組
み
で
あ
る
。

　

今
回
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
改
訂
に
よ
り
、
わ

が
国
の
金
融
機
関
に
お
い
て
も
、
主

体
的
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
リ
ス
ク
に

応
じ
た
個
々
の
事
象
を
検
知
し
確
認

を
行
う
こ
と
へ
の
門
戸
が
開
か
れ
た
。

デ
ー
タ
の
整
備
と
検
証
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
便
益
を
得
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
①
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
更
新
に
よ
る
適
切
な

対
応
、
②
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
合
わ

せ
た
リ
ス
ク
低
減
措
置
等
の
実
行
、

③
イ
ベ
ン
ト
検
知
が
な
け
れ
ば
不
要

な
情
報
更
新
の
手
間
削
減
、
④
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ
る
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
効
率
の
向
上
、
⑤
顧
客
に
対

す
る
理
解
の
深
耕
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

機
会
の
拡
大
、
⑥
顧
客
へ
の
過
剰
な

通
知
の
削
減
に
よ
る
カ
ス
タ
マ
ー
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
向
上
│
│
と
い
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ａ
Ｑ
改
訂
を
踏
ま
え
、
本
邦
の

金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｄ
対

象
顧
客
の
選
定
お
よ
び
顧
客
情
報
更

新
の
頻
度
の
独
自
の
決
定
が
可
能
と

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

継
続
的
顧
客
管
理
の
態
勢
を
構
築
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
顧
客
管
理
・
顧
客
調

査
の
態
勢
を
高
度
化
し
て
い
く
上
で

は
、
業
界
団
体
や
連
携
す
る
金
融
機

関
グ
ル
ー
プ
、
中
央
機
関
等
の
役
割

も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
態
勢
構

築
に
関
す
る
支
援
や
シ
ス
テ
ム
の
共

同
運
用
の
促
進
、
そ
の
際
の
個
人
情

報
の
共
有
の
在
り
方
、
利
用
者
の
幅

広
い
理
解
の
促
進
な
ど
は
、
連
携
が

重
要
な
分
野
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た

分
野
に
つ
い
て
は
、
各
金
融
機
関
が

「
点
」
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

「
面
」
で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

（
注
）１　

２
０
２
１
年
６
月
29
日
「
外
為

法
に
基
づ
く
資
産
凍
結
等
の
措
置
の

実
施
に
係
る
留
意
点
に
つ
い
て
」

（
財
務
省
外
国
為
替
室
・
為
替
実
査

室
）
に
お
け
る
金
融
機
関
向
け
通
達
。

２　

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
４
条
２

項
に
定
め
た
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
の
よ
う

に
、
法
令
要
件
と
し
て
自
動
的
に
高

リ
ス
ク
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
つ
お
か
　
や
す
の
り

本
邦
メ
ガ
バ
ン
ク
に
て
長
年
に
わ
た

り
Ａ
Ｍ
Ｌ
等
の
金
融
犯
罪
対
策
を
中

心
と
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
業
務
に

従
事
。
外
資
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ

ァ
ー
ム
を
経
て
、22
年
８
月
か
ら
現
職
。
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